
坦

温

R

S

置

毎

岡

市

-

局

費

行

事
沼
ヤ
ヶ
噌

Z
一
翼
題
調
十
沼
隼
と
局
司
臼

2
2何

六
五
団
信
事
六
局
ニ
ヤ
『
回
第
三
噂
嶋
彊
智

S
事

含苧渓写経亭大間帯都京
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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感
i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
聞
雑
誌
論
忍

法

準

博

士

文
岡
市
市
市
士

mm
神
間
間
博
士

明
日
清
挙
時
士

沼
市
片
山
手
と

紹

涛

事

士

畑
開
済
同
市
平
士

紹
済
問
晴
子
士

抑
制
併
事
士

澱
済
相
尚
子
士

純
済
問
団
中
土

経

済

翠

士

割
問
済
間
帯
士

締
済
措
博
士

線
持
率
博
士

額
済
同
市
平
博
士

川

湖

郎

古

川

保

民

八

木

芳

之

助

均

一

、

口

什

情

況

に

京

一

日

宇

川

賞

之

助

堀

江

保

古

川

中

谷

賀

佐

波

宣

卒

白

杉

庄

一

郎

青

山

秀

夫

問

杉

競

出

口

勇

蔵

谷

口

吉

彦

石

川

興

二

本

庄

恭

治

郎

i
 

口
μfH 



ロ

ノ、

ト

ソ
ン

の

物
債
愛
動
理
論

|
|
経
糟
費
動
理
論
の
方
法
と
し
て
の
所
謂
「
期
間
分
析
」
の
意
義
に
つ
い
て
|
|

青

秀

夫

山

目

=dii 

-
預
想
要
素
を
解
消
理
論
に
導
入
す
る
一
つ
の
方
法
目
と
し
て
の
期
間
分
析
ニ
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
の

過
程
の
分
析
の
一
例
一
-
一
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
方
法
の
一
般
化
と
期
間
分
析
の
方
訟
の
特
徴
づ
け
四
期
間
分
析
の
方
法
の
排
列

I
l
-
-
i

、
;
:
'
〉
》

;l卜

日
A
4
川
援
に
が

τ
来

!rp
さ
れ
J

一

t
J
E
E
作
材
じ

t
f
，i

〉

i
1
吋

T
l
f
e
A
L十
〉

苛

p
k
l
I吋
1
〉

tezh
〉

?
U句

N
7
H
E
叩
;
ょ
く
、

一一日

J
d
H
E
F
4
2
b
告
に
』
ト

-
G
E
5
じ

E
U以
U
t
ι
t
i
b
-
-
J
ト
引

T
t
¥
i
v
t

此
の
市
場
参
加
者
の
決
意
は
常
に
終
釆
を
考
慮
し
で
、
換
一
一
-
一
目
す
れ
ば
将
来
に
測
す
る
一
定
の
預
想
を
件
っ
て
行
は
れ
つ

L
あ
る
。
此

の
限
り
に
於
て
珠
想
hr」
以
て
債
格
決
定
要
素
の
一
っ
と
宥
倣
す
こ
と
が
山
川
来
る
が
、
か
L

る
視
結
は
、
興
件
の
鍵
動
に
件
っ
て
費
動

し
つ
L

あ
る
経
済
を
観
察
す
る
場
合
に
は
、
抽
出
想
の
作
用
が
顕
著
な
だ
け
に
、

一
一
居
主
要
で
あ
る
。

最
近
此
の
射
に
注
目
し
て
事
界
の
注
意
h
f
惹
け
る
撃
者
に
ケ
イ
ン
ズ
が
あ
る
こ
と
、
周
知
の
如
〈
で
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
ケ
イ
V

ズ
が
「
一
般
理
論
」

で
採
っ
た
方
法
の
特
色
は
、
取
に
橡
想
要
素
の
導
入
の
一
事
に
止
ま
る
も
の
で
は
泣
く
、
更
に
そ
れ
を
混
じ
て

経
神
的
数
量
の
決
定
性
を
導
入
し
た
姑
に
求
め
ら
れ
ね
ば
止
な
ら
ぬ
。
か
く
て
ヒ
ツ
ク
ス
の
併
設
に
従
へ
ば
、
「
通
常
静
接
的
瑚
論
陀
於

て
所
奥
と
仮
定
せ
ら
れ
る
欲
望
及
び
生
産
手
段
数
量
の
み
で
な
く
、
人
L
H

の
晴
朗
想
も
亦
所
血
工
」
偲
定
せ
ら
れ
る
友
ら
ば
、
需
要
及
び

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

五

J. M. Keynes; General Tlleory of Empl.oyment， Intere~t and Money， 1936. 1) 



ロ
バ

1
ト

y
y
の
物
債
棚
田
勤
理
論

主
四

供
給
は
欲
望
、
生
産
手
段
数
量
及
び
晴
朗
畑
山
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
着
倣
し
得
る
し
、

又
諸
使
絡
は
単
而
要
及
び
供
給
に
土

っ
て
決
定
さ
れ
た
る
も
の
と
者
倣
し
得
る
。
見
落
さ
れ
た
る
珠
想
の
要
素
に
し
て
導
入
さ
れ
ん
か
、
均
衡
分
析
は
現
貨
と
縁
遠
き
静

態
的
保
件
に
於
て
の
み
な
ら
や
、
現
賓
の
不
均
衡
の
世
界
に
於
て
も
使
用
に
耐
ゆ
る
に
到
る
c

か
く
の
如
き
が
ケ
イ
ン
ズ
の
著
書
の

J
E
hリ
』
J

長
〔
ご
う

5
。一
T山

J
F
ら、

一
紅
白
↑
ノ
士
戸

L
4
3
L
M
F

既
に
ほ
品
々
諭
ぜ
ら
れ
た
如
く
、

般:
3]i[ 

L立
:右
法
的
困
難
:i: 
l!散
多

メ三、
白

み3)

ヒ
ツ
ク
ス
の
則

調
「
議
想
。
方
法
」

(
E
o
pえ
え
の
M-donZ{
さ
三
宮
と
れ
に
よ
っ
て
皐
ぶ
こ
と
は
決
し
ご
裕
易
で
は
た
く
、
昨
ワ
て
一

一
般
叫
論
に
於
け

る
錬
却
の
方
法
に
は
山
川
ほ
解
決
を
要
す
る
多
〈
の
問
題
の
静
む
と
と
]
を
売
ら
し
め
ら
れ
る
。

然
ら
ば
強
想
要
素
は
如
何
友
る
仕
方
に
於
て
経
梢
愛
動
迎
論
に
導
入
さ
る
べ
書
で
あ
ら
う
か
。

と
と
ろ
で
此
の
翻
鮪
を
取
っ
て
経

既
に
と
れ
ま
で
、

(
註
)

分
析
」
(
言
。
ロ
百
P
Eミ
2
Z
F
E
E
S乙
吉
郎
)
と
の
劉
立
が
一
五
k

さ
れ
て
ゐ
る
。

「
期
間
分
析
」
(
同
国
5
ι
E
p
q
L
U
)

と
「
瞬
間
的
均
衡

済
援
動
理
論
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
も
の
』
間
に
あ
っ
て
も
、

此
の
二
つ
の
立
揚
の
う
ち
、

後
者
に
つ
い
て
は
不
完

全
乍
ら
既
に
論
や
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
。

と
L

に
は
前
者
の
本
質
的
内
容
を
明
か
に
し
、
そ
の
意
義
と
限
界
と
を
明
か
に
し
た
い
と

忠
ふ
。
此
の
目
的
の
震
に
、
私
は
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
物
債
務
動
過
程
の
分
析
方
法
、

ピ
グ
1
の
儀
左
き
讃
僻
を
籍
れ
ば
、
「
経
済
閣
宇
的

分
析
の
エ
ン
ヂ
ン
に
附
加
さ
れ
た
る
新
し
き
武
器
」
の
本
質
を
問
題
と
す
る
。
従
っ
て
吾
K

の
絞
泌
が
方
法
的
問
題
に
限
ら
れ
賞
際

的
腕
結
に
及
び
得
ぬ
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
結
論
で
は
友
〈
方
法
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
.
現
由
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
後
の
説
明
で
自
ら
明
か
に
た
る
と
信
や
る
。

(
註
)

期
間
分
析
(
宮
E
己
自
己
主
♂
宮
口
。
内
H
E
o
F
2
7》『

EpquMmw
司

3
8
E
Pコp
q
E
Z
)

と
い
Ft
言
葉
は
オ

I
F
ン
が
用
ひ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(3z-EU
明。ロ再

Z
♀
2
0ロ
=
z
∞言。
z
z
-
E
H
Z
E
q
丸
山
=
E
m
u
E品
回
口
語

L
E
E
r
F
開

S
F
H・
昌
司
n
F
H
C
U
4
)
-
r
l
り
シ
は
例
へ
ば
次
の

J. R. Hicks: Mr. Keynes' Theory of Employment噌 Econ.J. June 1936， pp. 
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様
に
此
白
言
葉
を
用
ひ
る
。
「
ミ
ユ
ル

r
l
ル
は
、
そ
の
論
文

R
コ2
S
O
R
-
-四
E
Z
n
F
7
Z四コ司

p-Uz--『J
E
-
-
E
E
L
E
問。
Z
P
0
3
3
m
p
n
r
g
P
3
i

p
-
3
Pコ
3
2
3向。

E
『
の
ゆ
三
【
一
戸
内
ミ
吊
)
に
於
て
、
展
望
的
(
三
2
t
s
n
F
ヨE
z
-
-
)
と
同
顧
的
(
三
3
2
f
E
n
-
U
R
-
-
2
L
Z
)
と
の
撤
め
て
重
要
な
く

区
別
古
詳
細
に
諭
ピ
識
し
て
ゐ
る
が
、

LOM-xwニ
ョ
及
び

R
Z
i
Eニ
0
3
の
概
念
に
よ
る
所
得
及
び
安
本
倒
値
の
分
析
は
、
彼
の
論
文
に
展
開
さ
れ
、

E
一
九
二
七
年
の
彼
自
著
書
で
用
ひ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
類
似
し
て
ゐ
る
無
時
間
的
な
る
均
衡
の
構
想

(=20『
5

2
三
百
五
ロ

E
2
2
E
3
0
m
gロ
)
と
は
濁

立
で
あ
る
。
賃
際
、
此
の
分
析
は
リ
ン

r

1
ル
及
び
私
自
身
が
用
ひ
っ

L
あ
る
期
間
分
析
|
さ
ユ
ル
ダ

1
ル
は
こ
れ
を
疑
問
視
し
て
ゐ
る
|
|
に
於

て
最
も
有
用
な
様
に
思
は
れ
る
。
」

(=LL・
-ug・
)
主
た
、
「
ミ
ユ
ル
ダ

1
ル
を
除
け
ば
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
皐
扱
の
愚
者
は
凡
て
期
間
的
分
析
方
法

(宮司
Z
L
E
Z
F
2目
。
『
自
己
3
f
)
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
此
の
駄
で
は
方
法
は

D
・
H
・
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
そ
れ
に
似
て
ゐ
る
。
」

(
P五
・
司
回
目
当
・
)
而
し
て
彼

の
所
謂
期
間
分
析
は
、
食

2
3
H
S
P
E
B
A
Z
l唱
2
4
2
L
2
E
E
Z
P
E
q
m
g
三
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

L
に
期
間
分
析

ン

l
ク
エ

J

ス・
rLア
リ
シ
ス

と
呼
ぶ
も
の
が
ル
ン
ド
ペ
リ
イ
の
-
繕
列
分
析
一
と
同
一
で
る
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

(
H
E
r
r
E
=呂
品

-
m
Z
L・2
5
H
Z
4
]
H
2
3守
主

同
の
。
口
。
ヨ
目
。
出
A
5
3
2
3
2
H
2
U
J『
)

と
こ
ろ
で
、
か
〈
の
如
き
「
期
間
分
析
」
の
方
法
の
排
精
者
ミ
ユ
ル

r
I
中
に
上
ル
ば
、
「
僻
閣
的
細
川
格
形
成
状
況
に
於
て
成
立
し
、
そ
の
欣
泊
に
品
目

て
支
配
ず
る
様
相
叫
に
よ
っ
て
煩
定
さ
れ
る
棚
田
劫
閥
均
一
こ
ん
、
先
づ
分
析
さ
る
ペ
き
で
あ
る

Q
2
3
2
E
一
口
2
2
2
n一五
ο
S
R
Z
r
Z司
出
回
目

m・
4
・
m印
-

h
M
3
l
h
u
-
H
山
田
由

1
8
9
)

比
の

z
z
h
u
r
l
ル
の
主
市
川
崎
必
デ
し
も
首
尾
一
貫
し
て
そ
の
貨
幣
斑
論
力
構
戎
原
理
と
な
っ
て
ゐ
る
と
は
一
耳
へ
な
い
が
、
帥
献

し
期
間
分
析
止
封
立
す
る
叡
知
で
は
あ
る
o

而
し
て
そ
の
主
場
を
貫
徹
す
る
舗
に
は
、

2
2
1
2古
二
及
び

Ez--x志
向
釦
範
一
昨
の
直
別
を
来
て
‘
九

例
へ
ば
フ
リ
ヴ
シ
ユ
な
ど
が
取
り
つ

L

あ
る
立
場
に
移
、
b
ざ
る
を
科
ぬ
と
考
へ
る
。
、
、
、
ュ
ル
グ
l

ル
が
、
リ
ン

r

1
ル
の
如
く
、
或
る
期
聞
か
ら
次
の

期
間
へ
の
推
移
時
駄
に
於
て
白
み
費
動
が
起
り
期
間
中
に
均
衡
が
支
配
す
る
と
い
ふ
徹
定
に
立
脚
し
て
よ
貨
幣
理
論
の
問
題
に
均
衡
期
聞
の
分
析
に
よ

っ
て
接
遅
し
よ
う
と
す
る
」
(
停
泊
コ
担
・
品
目
3
・
)
立
場
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
裏
書
す
る
。
今
此
の
後
の
立
場
を
僚
に
瞬
間
的
均
衡
分
析
と
呼

ぶ
。
蓋
し
此
白
立
場
に
於
て
は
、
動
準
的
均
衡
と
し
て
瞬
間
的
欣
況
が
考
へ
ら
い
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
均
衡
分
析
」
と
い
ふ
言
葉
は
他
の
意
味
に
も
用
ひ

ら
れ
混
観
を
生
ピ
易
い
が
、
暫
く
自
、
b

の
思
考
に
熟
し
た
表
現
を
用
ひ
る
と
と
を
許
さ
れ
た
い
。

ー
ー

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
分
析
は
高
度
に
抽
象
的
危
る
枇
舎
経
済
に
つ
い
て
開
始
さ
れ
る
。
此
の
枇
舎
に
於
て
は
人
口
不
鐙
、
生
産
力
不

媛
、
欲
笠
不
援
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
更
に
財
に
つ
い
て
、
耐
久
的
資
本
財
存
在
せ
中
、
財
の
ス
ト
ッ
ク
無
く
、
存
在
す
る
の
は
た

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
四
物
償
費
勤
理
論

五
五

.fH1稿し静皐的均街頭論主動皐イl:【刀阿J冨1 (艇済論議四七ノヨ〕
D.円.Robert日 n: BankinιPolicy a.nd Price Level， Is t~ ed. 1926， Appendix: 
to Chapter V.本稿は本書第三版、(一九三二年)による。 伶‘ Roberbon:
Saving and I-Ioarding， Econ， J. Sept. 19:B‘も問 a思想系列に属する。
A. C4 Pigou: A Contribution -10 the Theory of Credit， Econ. J. June 1926， 

5) 
6) 

7) 



ロバ
l

ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

一
五
六

ピ
財
の
流
れ
の
み
で
あ
る
。

か
、
る
一
杭
ム
町
一
粧
情
に
於
て
は
、
側
椅
簡
明
波
の
育
的
残
高
(
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
所
訪
問
E
-
E
S
E
E巴

fコ
概

念
を
某
礎
と
す
る
所
謂
現
金
時
間
高
数
回
常
設
が
容
易
に
弐
の
簡
単
友
形
に
於
て
受
合
す
る
で
あ
ら

ho
卸
ち
、

M
を
現
金
残
高
の
全
量

と
し
、

P
を
債
格
水
準
と
す
れ
ば
、
経
済
主
酬
聞
が
現
金
の
形
に
於
て
保
布
せ
ん
と
す
る
財
の
納
輩
、
即
ち
費
物
残
高
E
は

ー
出
h

b
H
l州
汁

?
定
義
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
.
今
若
し
貨
幣
一
躍
位
が
所
得
よ
り
出
ぜ
L
所
得
に
阿
る
支
で
の
期
間
(
即
ち
所

h
l
L知
出
品
川

t

h

U

E
一日

J
k
j
h
u
A
-

担

vu、司、叶
3
H
h
u
U
む
料
相
主

佐
賀
怜
の
均
約
馴
阿
〆
H
n
v
'
O
H
E
E
V
T
円

:
.
1
}
)
」
叫
ん
で
に
一
小
去
し
‘

も

-

〉

1
1
・

h

:

l

Fム
J
J
E
n
7
一HVれ
H
山
口
忘
れ

J
7
一崎斗よ円枠内一間

一
一
、

1
I
'
I
L
i
-
-
i

を
T
と
す
れ
ば
、
均
衡
欣
態
を
考
ふ
る
限
り
、

戸

叫

)

H
H
H
H
H、

で
る
る
。

以
下
で
は
使
宜
上
此
の
流
通
期
間
の
長
さ
V
A

は

一
定
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。

此
の
上
に
倫
分
析
は
次
の
前
提
に
依
擁
す
る
。

(1) 

経
済
張
反
は
「
有
限

E
不
可
分
」

(
E
E
z
r
E
5
a
z
z
r
k
)
の
車
位
期
間
で
刻
ま
れ
る
が
、
此
の
期
間
は
相
官
短
い
も
の
と
考
へ

ら
れ
「
日
」
と
呼
ば
れ
る
J
U

凡
て
の
経
済
主
憶
は
期
間
の
一
初
に
於
て
昨
日
の
債
格
が
今
日
及
び
共
後
に
於
て
市
場
を
支
配
す
る
と
の
預
想
の
下
に
経
済
計

室
を
樹
て
、
計
聾
し
た
貨
幣
瀬
だ
け
の
支
出
は
必
中
行
山
。

(2) (3) 

債
格
が
縫
っ
て
も
供
給
量
は
鑓
勤
し
泣
い
。
邸
ち
供
給
曲
線
は
完
全
に
非
弾
力
的
で
あ
る
。
之
に
勤
し
て
仮
定
閣
は
需
要
曲

線
の
弾
力
性
』土

に

等
し
ν、
と
も
見
ら
21. 
ょ
う4)

(4) 

仮
定
に
よ
っ
て
耐
久
的
資
本
財
は
存
し
友
い
か
ら
、
官
は
こ
れ
を
貨
幣
の
形
に
於
で
保
有
す
る
他
友
く
、
叫
則
の
形
で
保
有
し

得
た
い
。
従
っ
て
公
衆
に
と
っ
て
宮
を
如
何
左
る
形
で
保
有
す
べ
き
か
に
つ
い
て
選
撲
の
絵
地
は
な
い
。
品
川
と
れ
と
平
行
し
て
新
投

( 

』ー
) 

p_ 2I."_ 
現金残高重量量設については、高岡博士、経済皐概論、 p.:;:49. ~参照。 Robert..on
の見解は此の勘については何ら異色を有ずるものではな h、。 例へば Banking
Policy anr1 Price Levl， pp・4U-47.T.，t.r Money~ 7th ed. 1932:1 pp_ 28-39~ p. 
h を見よ。



資
は
零
と
者
倣
さ
れ
る
。

(5) 

随
一
件
い
変
動
に
上
っ
て
賓
物
浅
高
は
そ
の
均
衡
水
準
を
離
れ
る
が
、
公
衆
は
と
れ
を
均
衡
水
準
に
保
た
う
と
努
め
る
。
上
記
の

仮
定
叫
の
下
に
於
て
は
、
此
の
努
力
が
経
消
費
動
に
針
す
る
経
済
主
慌
の
反
作
用
の
主
要
内
容
を
な
す
が
、

そ
の
賓
現
の
仕
方
は
後

に
規
定
さ
れ
る
。

(6) 

経
済
主
躍
は
凡
で
咋
日
と
同
様
の
生
産
力
を
今
日
も
保
持
す
る
と
考
へ
、
従
っ
て
技
術
的
轡
動
は
凡
て
意
外
の
品
質
動
に

(α) 

鳴
す
る
、

と
前
挺
さ
れ
る
。
従
っ
て
経
済
主
憎
が
一
日
の
初
め
今
日
の
所
得
に
つ
い
て
樹
て
る
預
怨
は
、
仮
定
問
に
よ
っ
て
、
昨
日

の
債
梅
水
準
と
そ
の
生
産
力
と
の
積
に
等
し
い
が
、

「
受
取
っ
た
所
得
」

(
5
2
5
3
3
-
2
3
に
等
し

と
の
抽
出
想
所
得
は
首
然
昨
日
の

ぃ
。
此
の
昨
日
一
受
取
っ
た
所
得
」
に
等
し
い
所
得
が
卸
ち
今
日
行
使
し
得
る
所
得

、L
1
3
3川
ai}J4p
山

3
《い

D
Z
dゆ
J

〆
個
師
、
，

と
考
へ
ら
れ
る
。
仰

日
呪~)

【

〉

・

=
1
}
一

安
易
〈
宍
白
川
担
い
」

が
今
日
の
一
ー
民
分
し
得
る
所
得
」
で
る
る
。

t
〉
一

a
J
〉
同
ほ
，

-
U
H叫
土
可
、

F-
梁
る
も
と
口
日
市
立
同

止
立
一
一

d
6
4
a
H
E
-
L
(
ー
も
，

f
、
1
8引す
ν

'

V

巾

J
J
l
F

で
あ
る

!占王

そ
の
粧
滑
接
的
意
味
は
必
宇
し
も
同
一
と
は
云
ひ
難
い
。

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
は
寧
ろ
仰
の
仮
定
を
と
る
が
、

と
L
h

で
は
、

展
開
を

統
一
的
左
ら
し
め
る
た
め
、
同
の
仮
定
の
上
に
議
論
伊
一
進
め
る
。

(7) 

八
月
析
に
営
っ
て
最
初
の
欣
態
と
し
て
均
衡
欣
態
が
仮
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
と
で
は
式
仰
が
受
営
す
る
。
更
に
亦
、
口
0
0
及

ぴ

K
を
以
て
夫
・
耳
目
早
位
期
間
一
日
営
り
の
「
貨
幣
の
流
れ
」
(
購
買
力
線
額
)
「
生
産
物
の
流
れ
」
「
貨
幣
所
得
」
を
支
出
1

ば
、
定
義
に
よ
っ

て

(
臼
)

h

明
“
日
足
刊
岡
山

。H叫
〕
よ
同

と
れ
に
於
て
中
止
迭
の

δ
は
貨
幣
数

で
あ
り
、
山
聞
を
参
照
し
て

ゐ
H
H

】・。
を
得
る
。

(

品

)

目
豆
と
流
通
速
度
と
の
積
で
あ
る
か
ら
、

と
れ
は
フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
型
の
交
換
方
程
式
の
一
礎
種
に
他
な
ら
ぬ
。
此
場
合
均
衡
欣
態
に
は

此
の
欣
態
は
以
下
の
静
一
動
過
程
の
追
跡
に
営
っ
て
基
準
年
度
に
相
営
す

貯
蓄
な
し
と
見
ら
れ
る
か
ら
、

(

日

)

同
11 

vo 

で
あ
る
。

百
バ

1
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

一
五
七

ditto: Saving and 

b
r
 

H
 

Robertson: Banking Policy戸川dl?γice Leve]， p. 59 
I王oaTfling，Econ. J. 1933， P・3日9・
此の偲定は明言されてゐないが、必要なことは議論の全世から見て明かであ
る。彼の玉里論の難師事は此のf目見が明かでないことに負」、とこる多い。
Roberbon: Savmg and !-j[oarding， Econ. J. 1933， p. 401. 

2) 

3) 

4) 



ロ
バ

1
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

互王

A 

る
も
の
で
る
る
か
ら
、
此
の
欣
態
に
於
け
る
諸
愛
数
の
値
は
以
下
の
考
察
で
は
所
興
と
看
倣
さ
れ
る
。
以
下
大
文
字
で
表
は
す
も
の

は
凡
て
此
の
意
味
に
於
け
る
常
数
と
す
る
。

いム去、

か
L

る
均
衡
欣
態
を
詞
は
ピ
第
零
日
の

mm態
と
し
、
上
に
列
出
事
せ
る
如
き
前
提
の
支
配
の
下
に
、
第
一
日
以
後
政
府
が
毎

日
i
M
J
¥

川
町
づ
L
A

泊
貨
を
い
m設
ナ
る
揚
合
、
如
何
万
る
費
動
が
生
す
る
か
を
、

-

K
ソ

1

i

h

b
叫
」

T
M
L
3
一
一
・

1

、

一
4
J
H
H引
Z
E
-
-〈
と
と
泊

口、ハ

1
ト

y
ン
の
仕
事

p
u
b
b
。
悦
一
一
品
ず
一
札
一
ぱ
イ
γ

プ
レ
イ
シ
1

y

の
制
使
及
川
貨
物
内
市
穴
水
形
成
に
見
げ
J
4

野
納
得
L

ピ
的
酬
に
引
判
長
寸
石
火
め
に
、

L
:〉

t
f
J
r
u
 

如
き
問
題
の
枠
付
け
を
行
っ
た
認
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
住
意
の
一
日
に
於
て
、
貨
幣
の
流
れ
は
物
債
と
生
産
高
と
の
積
に
等
し
い

と
と
、
交
換
方
程
式
の
示
す
通
り
で
あ
り
、
生
産
力
は
不
受
注
る
と
と
が
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
購
買
力
の
総
額
さ
へ
定
ま
れ
ば

そ
の
日
の
債
格
水
準
は
知
れ
る
が
(
後
出
の
式
仰
を
見
よ
)
、
仮
定
明
凶
炉
問
に
よ
っ
て
前
日
の
欣
態
及
ぴ
営
H
の
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン

の
結
田
市
と
し
て
首
日
の
貨
幣
の
流
れ
の
大
さ
が
定
ま
る
で
あ
ら
う
。

ロ
パ

1
ト
ヅ
ン
は
此
の
方
法
に
よ
り
日
を
逐
う
て
物
債
の
鐙
動

を
分
析
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
は
次
の
如
〈
進
め
ら
れ
る
。

上
記
の
仮
定
に
よ
っ
て
先
づ
五
口
々
は
第
一
日
の
初
め
に
於
て
第
一
日
に
針
し
て
如
何
在
る
殻
算
が
編
制
さ
れ
る
か
を
知
る
と
と
が

出
来
る
。

公
衆
は
第
一
日
に
於
て
も
前
日
と
同
じ
債
格
P
が
支
配
す
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
貨
幣
所
得
も
亦
制
捜

化
な
し
と
考
へ
る
。
か
〈
て
彼
は
前
日
と
同
様
の
経
済
活
動
を
計
蓋
し
、
従
来
の
所
得
E
に
等
し
き
消
費
支
出
。
{

H

)

を
注
し
て
生

産
物
を
買
は
ん
と
す
る
。
然
し
乍
ら
第
一
日
に
は
、
市
揚
に
於
て
こ
れ
と
競
争
す
る
貨
幣
の
流
れ
』
一
主
ー
が
政
府
よ
り
出
て
来
る
。

カミ
く
て
第
"" 
..... 
v 日
亡

除、l民竺
L. 
十市

þ，; 1~ 場
I ' I亡
11 現
L;土
れ
アζ
貨
幣
σJ 

流
れ
を

と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
此
の
源
を
異
に
す
る
こ
つ
の
流
れ
の
和
で
あ

削
(
]
戸
)

っ
て

ミ
ム
「
+
ト
岡
山
」

』
円

此
の
際
買
力
増
加
に
針
し
て
生
産
力
は
不
受
で
あ
る
か
ら
物
債
は
騰
貴

7
 

と
た
る
。

Robertson: Saving and. Hoarding， Econ. J; I9.'13， P: 399阻
以下は、 Robertso;;: R.anking PoYicy and Priee-'(.evel， -I¥_ppen・iixto clupter 
V， ?r， /亡劃する interpretationである。 便宜上、符裁を小文字に改めた。
此の場合一目白貨幣の流れの帯加は貨幣霊安量の智加に比して才Ilflt的によ目高
い。このことは貨幣白流誼速度白骨大とも見られる。 :~i~ うピ幸f々がさき 1;:.-

5) 
6) 

7) 



m(t) =第 f日D現金残高(stockof :m O.~白川 e(t) 第 t8の貨幣所得

h(t) = 夕 食物残高(realhoarding) c(の=タ 消費支出

j(t) = タ 債格水準 l'(t) = タ 自働的資本形成

s(t) = ~ 貨幣D流れ(streamof rnOne)i) /'勺1=' タ 誘官量的資本形成

(注意) 境教が計費された値ではな〈唱現貨白，所謂 expo刈 D値を取る

ょに~の符波を晴ずる。JItの符披を附せられざる費語教

は凡て計聾されたる，所詞 ex 叩 t~: の債を収る。例へば j(t) は第 r 日の市

場に於て支配すると濠想さる L債格 hであり， fiりは第 r日に於て現貨に市
場を文配した債格 qある。

ことを示ナために，

ロ
バ

1

ト
ソ
ン
の
物
債
観
世
勤
理
論

ず
る
筈
で
あ
る
が
、
此
の
物
債
騰
貴
に
拘
は
ら
や
、
上
記
の
俄
定
に
よ
り
、
財
の
供
給
に

は
受
動
を
生
じ
泣
い
。
従
っ
て
第
一
日
の
物
慣

PH)

三回
)
H
m
(
同)・。

』土

担
]
)
H

引
き
¥
。
リ
へ
足

+iMJγ
司

た
る
高
さ
に
定
ま
る
。
此
の
現
賓
の
債
格
は
明
か
に
殻
恕
を
裏

切
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
日
の
終
り
に
於
て
公
衆
が
決
算
を
試
み
る
反
ら
ば
、
彼

等
は
、

E
だ
け
の
貨
幣
を
支
出
し
で
最
初
得
よ
う
と
し
た
財
の
数
量
と
そ
の
支
出
に
よ
っ

て
現
賓
に
得
た
と
こ
ろ
の
財
の
数
量
と
が
相
違
す
る
こ
と
を
見
間
す
で
あ
ら
う
。
か
く
の

如
く
.
或
は
政
府
又
は
銀
行
の
一
的
貨
同
川
県
政
に
よ
り
、
或
は
私
人
の
貨
幣
保
有
欲
求
の
低
減
せ

る
た
め
、
貨
幣
の
流
れ
が
膨
院
し
的
慣
が
騰
貴
せ
る
結
果
と
し
て
生
や
る
」
と
ろ
の
‘
治

h
v

之、
1
j
f
t
z
r喜
一
1
〉
な
と
、
，
、

主
U
M主
主
匝
υ'
叩
d
任

7
を

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
は
旨
働
的
消
費
抑
制
宮
内

3
2
Z
E
E
E
m
)
と

呼
ぴ
、
逆
の
筏
路
よ
り
生
や
る
負
の
向
一
倒
的
抑
制
に
は

E
Z
E
E
n
ζ
-
P子
宮
山
一
の
名
を
血
(

Lm」
』

目

ソ

山

で

同

へ
る
。
従
っ
て
第
一
日
に
於
て
は

E
5
5ニ
2
2
Z
E
l
i
l
i
-
-

-

」

コ

も

一

円

)

同

町

』

同

十

-H

と
友
る
。
と
と
ろ
で
今
の
場
合
、
第
一
日
の
計
書
治
安
は
第
一
日
の
殻
想
所
得
に
等
し
〈
、

此
の
計
室
町
消
費
の
融
自
費
債
依
は
第
一
日
の
管
資
環
想
所
得
印
ち
終
常
算
出
高
に
等
し
い
の

で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
第
一
日
の
現
賓
の
消
費
の
音
質
問
川
侃
が
終
常
算
問
高
乃
王
宮
一
質
強

想
所
得
よ
り
も
低
い
と
と
は
明
か
で
あ
り
、
然
も
此
の
差
額
成
立
の
原
因
は
公
衆
の
白
後

的
意
士
山
に
は
存
し
左
い
の
で
あ
る
か
ら
、

と
L
K
所
詩
強
制
節
約
の
現
象
が
起
っ
て
ゐ
る

一
五
九

定と仮定した浦温期間 rは謂はばlE，常的なるそれとして見bれねばなら向。
Rooert::;on : ibid. pp・47-48.8) 



ロ
パ

1
ト
ソ
シ
の
物
偵
艶
勤
理
論

O 

と
と
は
宥
取
に
難
く
な
い
。
か
〈
の
如
く
、
自
働
的
消
費
抑
制
に
於
て
消
費
の
資
質
侭
値
が
絞
常
任
出
向
に
及
ば
ぬ
場
合
、
ロ
パ

1
ト

ソ
ン
は
此
の
差
械
を
名
付
け
て
自
働
的
資
本
形
成
(
泊
三

2
5
z
r
n
z
m
)
と
呼
ぶ
。
此
の
白
働
的
資
本
形
成
の
大
さ
が
資
質
慣
備
で
測
ら

れ
る
と
と
は
定
義
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ら
h
o
従
っ
て
、
今
第
一
日
の
自
働
的
資
本
形
成
工
(
戸
)
で
表

E
E
L
-
w
H

同

唱

し

回

、

』
ぺ
旨

.+h
と
な
る
。

克
に
公
衆
は
.

比

υ本
ヘ
げ
汁
て

A
K
ヂ

l
p
t
i
l
i
-
-

は
前
日
に
比
し
て
市
加
し
・
凶
作
(
5
1
何
十
ヘ
ト
円
よ

σ

?

:

1

t

~

|

i

:

l

h

，

、

|

告

h

、
町
三

吉
と
ー
や
(
}
)
U

同
十
-

h

u

h

岡
山
、
(
戸
)
F
h
v
E

叫
、

こ
L

に
上
記
の
偲
定
同
に
よ
る
と
こ
ろ
の
‘
粧
済
務
動
に
剥
す
る
公
衆
の
反
作
用
が
現
は
れ
.

モ
約
一
明
会
残
高
小
山
口
)

止
な
っ
た

が
、
貨
物
残
高
h
v
(

】)

は
偵
絡
騰
択
の
結
果
却
っ
て
減
少
し
、

と
恋
っ
た
こ
止
を
見
出
す
で
あ
ら
う
。

公
衆
は
第
二
日
の
計
妻
樹
立
に
営
つ
て
は
、
貨
物
残
高
を
T
の
高
さ
に
ま
で
恢
復
す
る
様
、
事
態
改
善
を
志
す
こ
と
に
在
る
で
あ
ら

う
Q

と
こ
ろ
で
先
づ
、
此
の
第
二
日
の
計
叢
の
樹
立
に
省
っ
て
、
蛍
然
第
二
日
の
抽
出
想
債
格
、
(
同
)
は
第
一
日
の
現
賓
の
債
格
初
(
】
)

に
等
し
い
筈
で
あ
る
。
印
ち
モ
(
凶
)
U
F
5

で
あ
る
。
同
様
に
し
て
第
二
日
に
於
け
る
第
三
日
第
四
日
等
k

の
環
想
債
格
も
亦
も
(
】
)

• 

】

』

、J
(

内
!
]
)

、
(
同
)
〉

J
削

(FH)
だ
け
増
加
す
れ
ば
よ
い
と
考
へ
る
で
あ
ら
う
が
、

T
で
は
、
た
ピ
簡
単
化
の
た
め
に
、
毎
日

h
h
?

所
得
よ
り
保
出
叫
す
る
と
と
を
(
内
l
H
)
日
銭
け
て
、
と
れ
を
以
て
所
期
の
諮
り
現
金
残
高
の
増
加
を
賓
現
し
よ
う
と
す
る
、
と
仮
定

す
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
計
聾
さ
れ
た
る
消
費
制
限
を
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
は
誘
環
的
資
本
形
成
(
E
L
Z
E二
卸
会
E
m
)
と
呼
ぶ
。
此
の
誘

に
宮
守
し
い
。

(
侭
定
例
に
よ
る
)
従
っ
て
公
衆
は
、

だ
け
の
貨
物
残
高
の
減
少
を
補
ふ
た
め
に
は
、
現
金
残

高
を
、

渡
的
資
本
形
成
は
計
聾
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
る
駈
で
上
記
の
白
働
的
資
本
形
成
と
は
異
る
が
、

そ
の
原
因
を
政
府
及
び
銀
行
の
イ
ン
フ

レ
イ
シ
ヨ
ン
に
布
す
る
駄
に
於
て
は
依
然
と
し
て
強
制
簡
約
で
あ
り
、

一
般
に
貯
蓄

(52間
)
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
、

貯
蓄
の
欲

Robertson: ihid. p. 48 
Pigouはl比の駄について批評を加へる (ibid.p. 22I.)が、 R()bert~on (士、此
の償定は翠に簡単化のためであると云ってゐる。 cf.ditto: Sa ving and 
Hoarding， Econ. J4 1933， P・4口9・

9) 
10) 
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れ
る
。

ロ
バ

l
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

以
下
と
れ
と
同
様
に
し
て
、
日
を
逐
ふ
て
、
分
析
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
、
攻
表
が
一
不
す
通
り

ε
あ
る
。

ー」
/、

ス
と

η
t女
均
一
党
問
亡

Z
E
E
-
c
m
L
E
P
E
r

;ィ
1

f
ョ

l
l

を
加
へ
て
珂
細
川
の
徽
炭
ぞ
期
さ
う
c

今
出
務
献
に
於
て
は
い
弐
H
F
c
q
p雪
つ
哨
u

h
-
H印
(
}
J
J
7
4郎
、

J

U『
「
川
口

c
o
b
-
o
E〕
H
Z

同
》
川
川
凶

4
w
k川
川

ω
C
M
O
(
)
口
吋
、

。lH
P
P
J
C
C
三
Z

た
る
如
を
均
衡
収
態
が
支
配
寸
る
と
ナ

る
。
帥
ち
公
衆
は
何
日
純
計
一
向
単
位
の
射
を
生
時
し
て
一
単
位
一
一
闘
で
互
に
い
父
娘
し
、

従
っ
て
二
高
聞
の
支
刊
を
行
っ
て
二
直
樹

川
)
ヤ
ヘ
¥
/
旦
リ
、

'
U
H
ノ

1
'
T

仁
、
〉

f
L
L
t
E
〉

1
t
s
u
-
h
t
y
-
-
:
1
r
1リ
プ
一
ご

-
F丸
暗
比

p
h
E
4
4
L
-
γ
ヨ
ヨ
」
ヤ
士
、
-
つ
〉

l
I
l
k
-、
ヨ
示
日
間
一
元

H

I

t
i
f
f
-
1
1
:
:
;
I
L
E
-
-
:
l
L
2
2
5
I
E
r
ロ

1
f
1
3
J
I
l
-
-
f
f
j
z
i
-
-
f

j
f
u
出
l一
〆
ノ

d
J
L
i
d
-
-
f
i
l
i
a
l
f
M
I
l
l
i
-
-
L
1
1
l
l

「

i

'

{

々
反
覆
さ
れ
で
ゐ
る
、
と
偲
定
す
る
。

と
こ
ろ
、

で
或
る
日
(
第
一
日
)
か
ら
始
め
て
政
府
が
毎
日
五
千
闘
づ
i
h

イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン

を
行
っ
て
消
費
財
を
購
入
す
る
と
す
る
。
記
競
的
に
は

い

4
h
u
p
s
-
哨
一
同
H
M
8・0
0
Q
j
m

で
あ
る
。
先
づ
第
一
日
に
於
て
は
此

の
結
弘
、
此
の
日
の
消
費
財
生
産
一
一
品
単
位
に
封
し
て
二
高
五
千
園
の
購
買
力
が
現
は
れ
、

と
れ
が
公
衆
の
手
に
附
し
て
そ
の
所
得

と
な
る
。
何
者
、
公
衆
は
計
蓬
に
従
っ
て
従
前
通
り
二
高
闘
の
消
費
支
向
を
行
ふ
ぺ
く
、
又
政
府
は
五
千
闘
を
消
資
財
購
入
に
支
出

ず
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
℃
物
債
は
前
日
の
二
国
よ
り
二
闘
五
十
銭
に
騰
貴
す
る
。
従
っ
て
公
衆
の
首
初
の
、
二
高
同
支
出
し
て
財

一
高
翠
位
の
消
費
を
行
ふ
計
書
は
破
れ
て
、

八
千
単
位
し
か
消
費
し
得
ざ
る
に
到
る
。
誌
に
二
千
草
位
の
白
倒
的
消
費
抑
制
が
起
る

と
と
ミ
怠
る
。
更
に
亦
一
一
簡
単
位
の
経
常
産
問
高
に
針
し
て
公
衆
は
八
千
単
位
し
か
消
費
せ
ね
の
で
あ
る
か
ら
、
自
働
的
資
本
形
成

は
二
千
単
位
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
場
合
公
衆
は
二
高
五
千
図
の
所
得
を
得
て
二
寓
闘
し
か
消
費
し
友
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

刊
紙
に
公
衆
の
現
金
獲
高
は
五
千
園
だ
け
増
加
し
て
百
高
五
千
闘
と
友
る
が
、

そ
の
官
-
質
例
侃
は
、
物
使
騰
支
の
錦
、

四
十
高
二
千
平

位
に
ま
で
低
下
し
、
均
衡
水
準
に
不
足
す
る
と
と
九
寓
八
千
草
位
で
あ
る
。

こ
L

に
誘
渡
的
資
本
形
成
の
原
因
が
存
す
る
。

一ー一



吾
L
q

は
此
の
所
調
印

dhvts'ω
宮
古

E
2
E
h
-
-「
山
口

p-Eω

I亡1) 
跨E
主明
白守

主E
4手]
を
力rJ.
J¥一

ょ
う

(
記
抗
に
つ
い
て
は
上
記
の
表
を
参
照
さ
れ
た

い
。
)既

に
明
か
友
る
如
〈
、
前
日
の
市
場
の
欣
況
が
興
へ
ら
れ
L

ば
、
そ
れ
に
基
い
て
今
日
の
計
書
一
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

が
、
吾
々
は
所
前
門
一
c
m
O
L
a
E
O
ヨ
印
ち
未
知
数
の
数
に
等
し
き
教
だ
け
の
方
程
式
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
此
の
過
程
を
説

明
し
よ
う
。
先
づ
仮
定
同
は
記
続
的
に
は

(

司

)

主
l
l
H
)
リ
川
、

(
3
u
H
(

法
こ
=
円
汚
パ
謙
治

ω戸
山
日
川
市
川
二
-
又
一
掃

S
B奈
川
河
崎
市
)

で
表

は
さ
れ
る
。
更
に
仮
定
問
に
よ
り

で
あ
る
。
克
に
誘
渡
的
資
本
形
成
旬
、
よ
る

は
、
定
義

(
叶
)

。
(
』
)
日
げ
も
(
九
)
・
。
。
『

。
(
司

)
H引
な

l
H
)

と
伎
定
と
に
よ
り
、

11 ~I 
l勺 1'1 

-ー?

|三1i

に
よ
っ
て

町
、
、
(
)

が
去
は
さ
れ
る
。

認
に
所
得
は
消
費
L」

で
表
は
さ
れ
る
。

向
"
〉
内
在
ら
は
、

t
を

K
で
制
削
勺
た
整

(

∞

)

 

数
刺
仙
問
主
f
止
し
て

ヘP
J

F

〈
、

貯
祷
L
」
口
何
件

-
b
ゐ
h
ら、

も、

b

b

へ，一
t
l
-
v
r
J
'
1、
守

J

V

'
ご
l

l

t

h

J

、
円
，
、

コ
『
ぅ

'
J
o

-
t
J
1

叫一，

此

ω
日
間

ω
十
川
町
松
町
い
間
側
山
未
知
数
百
戸
川
」
ム
デ
N

F

ご
-
。
(
内
」

ヘ叩ノ一

h
t
決
定
す
る
に
支
分
で
あ
る
ο

か
く
て
前
日
の
市
場
の
加
況
如
何
に
よ
っ
て
今
日
の
計
叢
が
決
定
さ
れ
る
が
、

と
t
A

に
副
同
意
す
べ
き

L土

此
の
際
仮
定
崎
向
聞
が
演
じ
て
ゐ
る
役
割
で
あ
る
。
此
の
う
ち
仮
定
同
は
そ
の
基
礎
を
か
の
-
h

円
白
叫
一

T
r
p
-
P
E円
O

P
句
司
『
己
但
円
『
ミ

有
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
.
貨
幣
が
長
気
費
動
に
於
て
占
む
る
地
位
を
刷
慮
せ
る
も
の
に
他
友
ら
ね
。
ま
た
仮
定
問
及
び
例
は
、

経
品
川
計
書
の
決
定
に
常
っ
て
設
相
叫
が
如
何
在
る
影
響
を
有
す
る
か
を
規
定
す
る
も
の
で
る
っ
て
、
式
同
町
聞
は
、
簡
単
左
形
に
於
て
N
X

は
あ
る
が
、
治
安
及
び
貯
蓄
の
決
意
が
如
何
に
瑛
惣
に
依
存
す
る
か
を
、
明
示
し
て
ゐ
る
。

い
ふ
ま
で
も
友
く
、
旬
日
の
市
場
の
欣
況
は
か
く
の
如
き
公
衆
の
設
相
山
に
碁
く
決
意
と
そ
の
日
の
興
件
と
の
合
成
果
と
し
て
生
十

る
が
、

吾
々
は
此
の
過
程
を
前
と
同
様
に
し
て
描
く
こ
と
が
川
来
る
、
先
づ
公
衆
は
、
市
揚
の
情
況
が
如
何
に
動
き
つ
ミ
あ
る
か
に

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
物
償
措
置
動
調
論

~ ノ、

に

Rnbertson: Saving ann Hoarding. 11:ωn. J. 1933， p. 413. 
所百四現金残高額黙の特色が、 i普併|人の貨物残高保有求によって1雪解需要を説
明ずる黙にあることはいふまでもないq 従って此円立場よりすれば、所奥の
貨物残高保有欲求に服感ずる如き Hr幣裾J互の反作用が均衡の地観に封して藤
1切される。 か〈て誘室主的資本形成なる現象の本質は、均衡飽凱に封する貨幣

2) 



ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
物
偵
捜
勤
理
論

/、

四

拘
は
ら
や
、

偲
定
問
に
よ
っ
て
計
重
油
り
の
一
支
出
bz
行
ふ
。

で
あ
る
が
、

此
の
貨
幣
の
流
れ
は
、
政

従
ワ
て

引
(
司

)
H
。(H)

(
]
{
{
}
)
 

時
よ
り
没
す
る
そ
れ
と
合
流
し
て

ヘ

i--J
r
ト
L
F

、
叶
「
】
三

!
i
H
E
d
l
!「
¥

d

、、別可戸

。，mピ
』

l
l
t
t
e
、-戸ふ
M

工
l
h
w

、、

丘町
}
H

と
た
り
、
生
産
物

οの
購
買
に
向
ふ
。
従
っ
て

(
H
M
)
 

』
日
(
h
)

・。
な
る
高
さ
に
債
格
水
準
が
定
ま
る
。

か
く
て
生
産
者
と
し
て
の
公
衆
は
、

在
る
所
得
を
受
取
り
、

(
]
戸
∞
)

m
s
w
b
(
R
)

・。

従
っ
て
そ
の
現
金
残
高
、
賢
物
残
高
は

む
さ
n
u
h
F
t
l
H
)
l
T
R
S
m
(同
)

)

冒
と
在
h

り
、
吏
に
白
働
的

〔
同
日
)

、品、色〆

f
L
m

叫
、

資
本
形
成
町
、
令
)

J
Y

三

z
m
(
S

F

，、ー
l
く

l
引
い
〕
市
1

式
川
山
に
隠
し
て
は
仮
定
附
の
後
半
が
、

そ
の
成
立
bz
根
城
づ
け
て

l:t 

、、i・、-〆

A
f
」

F
C」

で
定
義
さ
れ
る
。

乙
与
に
も
未
知
数
の
駄
に
等
し
き
右
程
式
が
樹
立
さ
れ
る
。
此

式
出
に
闘
し
で
は
仮
定
仰
が
、

の
場
合
に
も
亦
、

前
と
同
級
に
、

ゐ
る
。

要
す
る
に
、

財
の
債
格
水
準
が
鑓
勤
し
つ

L
あ
る
と
と
に
よ
っ
て
、

供
給
は
些
一
か
も
影
響
さ
れ
中
、

叉
需
要
は
そ
の
一
日
の

聞
は
影
響
さ
れ
ぬ
、

と
い
ふ
仮
定
に
基
い
で
、

日
々
の
市
揚
の
債
格
が
上
記
の
如
く
定
ま
る
の
で
あ
る
。

以
上
二
段
に
分
っ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
を
一
括
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
此
の
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
の
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
主
鰻
の
殻
想
が

市
場
の
債
格
の
決
定
要
素
で
あ
る
こ
と
を
一
不
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
現
に
川
よ
り
臼
迄
の
方
程
式
に
よ
っ
て
現
寅

の
債
格
回
日
(

H

)

は
橡
想
偵
絡
も

の
函
教
と
し
て
表
は
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
場
合
議
想
要
素
の
導
入
の
仕
方
は
著
る
し
く

簡
単
化
さ
れ
、
や
a
A

も
す
れ
ば
そ
の
黙
は
見
失
は
れ
勝
で
る
る
が
、
夫
に
も
拘
は
ら
や
J

、

素
の
作
用
を
と
り
入
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ロパ

l
ト
ソ
ン
の
分
析
は
明
確
に
橡
想
要

吾
K

の
こ
れ
ま
で
の
絞
遁
は
、
所
謂
「
期
間
分
析
」
の
何
た
る
か
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
吾

々
は
期
間
分
析
の
方
法
を
、

一
般
に
次
の
方
針
に
従
ふ
も
の
と
し
て
、
特
徴
づ
け
得
る
で
あ
ら
う
。

( 

) 

経
済
護
展
は
有
限
且
不
可
分
な
る
期
間
で
刻
ま
れ
、
此
の
期
間
内
部
に
於
て
は
一
定
不
渡
の
領
絡
が
支
配
す
る
。

(
料
配
り

側の反作用を現金残高甑勤より明かにせんとしたと eF求められねばならぬ。
か〈の蜘〈貨幣側の反作用を値系的に明かにせんと L;~'. t:J'"ιートソシの功績
は確かに看過し難い
Wies叫 Misesなどの1雪幣の債依の腔史的連績性の構想はこの Robert!'>onの俵
定(2)を貨幣債値費勤理論の構成原理にまで高めようとナるも白とも見bれる。

3) 



て
、
時
聞
を
横
座
擦
に
、
経
糟
的
按
量
を
縦
座
標
に
予
と
っ
て
純
過
圃
を
措
け
ば
、
不
謹
績
な
る
、
階
段
状
の
附
線
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
O
)

( 

ー
) 

期
間
の
初
め
に
於
で
詩
個
人
は
、
何
ら
か
の
晴
朗
想
に
す
‘
脚
し
て
、
経
済
計
書

P
樹
立
す
る
。
「
前
か
ら
の
」
計
算

(
2
E
Z

。
色
。
何
回
】
旦
吉
出
)

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
と
れ
で
あ
る
。
而
し
て
諸
個
人
の
此
の
期
間
中
の
行
動
は
此
の
管
現
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
何
故

か
在
れ
ば
、
計
書
は
賓
行
さ
れ
て
始
め
て
経
済
費
動
に
影
響
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

( 

ー・
一一・) 

期
間
中
、
諸
個
人
の
計
書
的
行
動
及
び
そ
の
時
々
の
輿
件
の
合
成
的
結
果
と
し
て
、
市
場
に
は
一
定
の
欣
況
が
賓
現
さ
れ

る
。
所
開
「
後
か
ち
の
」
計
算
す
何
回
5
L
g
r己
m
E
S
)

は
此
の
現
官
一
に
つ
い
て
行
は
れ
る
。

而
し
て
此
の
場
合
、
諸
島
の
経
済
的
数
量

が
奥
へ
ら
れ
た
時
黙
で
は
夫
々
確
定
し
た
値
を
取
ろ
以
上
、
此
の
市
場
の
機
構
は
、
未
知
数
の
教
に
等
し
き
数
だ
け
の
互
に
猪
立
な

る
方
程
式
の
ジ
ス
テ
ム
を
以
て
拙
か
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。

(
問
)

此
の
経
験
陀
収
づ
い
て
次
の
期
閣
の
計
震
が
樹
立
さ
れ
る
過
限
も
亦

n
T
石
津
一

L
A
1
2
A
M
ロ
ニ
M
M
O
L

古川品川日叫ロ

b
L

以
て
記
前
YA」九

ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
五
)

期
間
分
析
は
、
或
る
所
興
の
欣
態
か
ら
問
殻
し
て
、
か
〈
の
如
き
方
法
を
刑
引
い
て
、
純
情
場
動
の
温
和
を
因
果
的
に
跡
づ

け
る
と
と
を
以
て
そ
の
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

以
上
に
於
で
私
は
、

ロ
バ

l
ト
ソ
ン
の
「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
に
於
け
る
分
析
方
法
を
「
期
間
分
析
」
と
し
て
再
構
成
し
た
。

パ
ー
ト
ソ
ン
は
「
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
の
過
程
の
内
部
的
機
構
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
て
、

恰
も
原
子
の
そ
れ

の
如
〈
、
明
瞭
に
措
窓
し
得
子
、
原
子
の
揚
合
と
同
級
友
不
連
続
的
運
動
の
仮
定
を
要
す
る
や
う
に
息
は
れ
る
」
と
し
て
以
上
の
方

ロ
パ

E
ト
ツ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

一
六
五

n 

Robertson: Banking Policy and PriCl~ :Level， p. 49・



ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
白
物
償
援
勤
理
論

一
六
六

ロパ

1
ト
ソ
ン
自
身
の
援
助
な
く
し
て

法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
可
成
見
透
し
難
い
・
も
の
で
あ
っ
て
、
ピ
グ
ウ
を
し
て
、

は
理
解
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
九
、
と
歎
ぜ
し
め
た
税
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
今
や
五
日
々
に
と
勺
て
は
、
此
の
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の

方
法
が
根
本
に
於
て
現
定
期
間
分
析
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の

L
古
典
的
在
る
、
京
円
竿
九
模
範
的
た
る
構
成
に
他
た
ら
た
か
っ
た
と

4

は:
町j
:か
で
あ
り

而l
し
て

期
間
分
析
の
一
地
川
と
し
て
見
る
と
き
、

最
も
精
昨
日
容
易
に
そ
の
本
質
が
把
握
せ
ち
れ
る
で
あ
ら
う

と
こ
ろ
で
、

そ
れ
か
期
間
分
析
に
ふ
凡
脚
す
る
も
の
さ
あ
る
以
ト
勺

と
記
の
協
定
昨
の
う
ち
、

料
寸
の
も
の
は
省
易
に
撤
J
I
さ
れ
得

て
、
上
り
一
般
的
在
る
理
論
が
展
開
さ
れ
得
る
ヒ
と
は
直
ち
に
明
か
で
あ
る
。
賓
際
ロ
パ

1
ト
ソ

ン
自
身
、
上
記
の
場
合
か
ら
仇
穆

J

戸
」
、

公
衆
の
杢
部
又
は
一
部
に
於
て
貸
物
残
高
保
有
欲
求
が
増
加
し
て
目
焚
的
貯
蓄
が
行
は
れ
る
揚
合
、

一
人
首
り
の
生
産
力
が

増
加
す
る
場
合
、
人
口
が
増
加
し
新
人
口
が
雇
傭
さ
る
L

に
到
っ
た
t
A

め
総
生
産
高
が
増
加
す
る
揚
合
を
も
、
此
の
方
法
の
一
貫
し

た
適
用
に
於
て
分
析
し
て
ゐ
る
。
勿
論
そ
れ
は
、
方
法
的
視
結
よ
り
見
る
限
り
、
務
数
が
府
加
し
て
方
税
式
が
複
雑
化
す
る
の
み
で

あ
っ
て
、
原
四
的
に
新
し
い
問
題
を
含
む
も
の
で
は
な
〈
、
従
っ
て
こ

L
に
は
詳
し
〈
立
入
ら
む
が
、
唯
そ
の
腕
結
だ
け
絞
ぺ
て
世

か
戸
川
。
彼
の
分
析
の
究
極
の
目
襟
は
、
県
傭
増
加
に
必
要
な
る
新
流
動
資
本
の
形
成
と
債
格
安
定
政
策
と
が
耐
立
し
得
る
か
、

fL 

2写

へ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
期
間
分
析
は
と
れ
に
針
し
て
否
定
的
解
符
を
輿
へ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

一
人
営
り
の
生
産
高
及
び
貨
物
建

高
保
有
欲
求
に
礎
化
左
き
相
朝
合
、
而
し
て
現
賓
の
一
如
く
貨
幣
の
流
通
期
間
が
平
均
生
産
期
間
よ
り
知
い
揚
合
に
あ
っ
て
は
、
此
の
二

つ
の
目
標
を
同
時
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

τ
、
附
加
的
流
動
資
本
の
形
成
は
必
十
や
物
偵
騰
武
を
件
ふ
の
で
あ
る
。
此
の

師
結
が
貨
幣
政
策
に
於
け
る
物
侭
安
定
目
標
に
針
し
て
一
つ
の
批
判
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
左
い
。
然
し
乍
ら
、
玉

Z
は

か
L

る
賓
際
的
腕
結
は
暫
く
慮
外
に
置
い
て
、
期
間
分
析
の
方
法
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
よ
う
。

Pigou: ibid. p. 215. 
R~bertson: Banking Policy and Price Level， Appendi-， to Chapter V. 
Robert忌on: Banl口ngPolicy and Price Level， pp. 57-.S8 
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さ
て
期
間
分
析
の
方
法
を
吟
味
す
る
に
営
っ
て
、
先
づ
五
日
々
が
強
調
す
ぺ
き
そ
の
長
所
で
あ
る
。
先
づ
、

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
自
身
の

言
葉
を
蒋
り
て
云
へ
ば
、
「
原
因
と
結
果
と
を
混
同
し
、
後
動
の
過
桂
と
不
均
街
の
欣
態
と
を
混
同
す
る
危
除
」

(
Z
H
O

宮
川
ユ

-
o
『円。ロ・

デ
ロ
ヨ

L
E聞
の

M
W
E
E
d弓
-FrzuzrmwMWロ
込
用
と

Ad白
書

2
ε
『
の
}
回
目
コ
問
。

i
F
E
z
-
3『
ち

5
3
P
]恒
三
を
防
止
す
る
に
殺
あ
る
こ
と
は
宥
過
し
難

ぃ
。
第
二
に
、
深
忽
を
経
済
同
盟
動
の
経
過
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て
導
入
し
、
然
も
そ
れ
を
客
椀
的
事
情
に
依
存
す
る
も
の
と
し
で

取
扱
っ
た
と
と
は
、
緩
い
内
静
一
動
の
分
析
を
一
歩
現
貨
に
近
接
せ
し
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
第
三
に
、
円
T
》
国
史
了
一
月
円
。

E
tコ巾
L
3
4
g
g
l

を
肘
ひ
で
経
消
縫
動
の
絞
過
そ
一
義
的
友
仕
方
で
再
構
成
し
た
こ
と
も
、

注
目
す
べ
き
特
徴
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
、

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
期
間
分
析
は
既
に
明
か
に
し
た
通
り
、
幾
多
の
仮
定
に
立
脚
し
、
そ
の
仮
定
中
に
は
撤
去
し
て
現

質
化
し
得
ら
れ
る
ら
の
も
作
す
る
が
、
然
し
中
に
は
然
ら
ざ
る
も
の
も
存
ず
る
。
か
も
ゐ
る
俄
定
は
、

治
然
、
期
間
分
析
の
本
質
と
凶

く

í~; 
~'e: 
?:) 

耳

(1) 

{世I
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!.r，:l 
i~i 

".> 
1ιL 

z
i
tげ
に
あ
っ
t
z
n口
々
が
む
ん
J
J

げ
日
刊
を
野
J
9
h
b
n一ゴ

J

i

t
司

一

:

:

:

旬

、

4

1

1

:

l

i

-
d
》

・

l
』

!
l
-
4
'
I

‘
d
a

l
A
r江
7
J
I一
父
前
ア
f
j
!
ヨ
1
7
Y
L
詰
よ

υ

ご
F

〈

〆

j
-
J
1
2
a
ー

:

せ
し
め
る
に
必
妥
た
仮
定
色
あ
る
。
以
上
の
分
析
に
於
て
交
換
方
程
式
叫
が
如
何
在
る
重
要
性
を
有
す
る
か
は
、
白
に
明
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
此
れ
が
成
立
す
る
震
に
は
、
現
貨
に
於
て
畑
山
絡
が
媛
勤
し
つ
L

あ
る
に
拘
は
ら
宇
、

こ
れ
に
針
し
て
供
給
は
完
全
に
非
弾

力
的
で
あ
り
、
消
費
支
出
は
晴
朗
定
通
り
遂
行
せ
ら
れ
る
、

と
の
俄
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
、
此
の
仮
定
は
他
の
偲
定
、
即
ち

需
要
も
供
給
も
目
前
の
伺
格
に
趨
臆
す
る
と
の
仮
定
を
以
て
世
き
換
へ
得
る
で
る
ら
う
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
期
同
分
析
の
方
法
を

歩
現
賓
に
接
近
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
う
か
。

こ
の
解
答
は
否
定
的
で
あ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、
上
記
の
仮
定
仰
の
後
半
及
び
偲
定
仰
を
菜
て
差
首
り
式
川
山
中
佐
他
の
形
に
書
改
め

る
こ
と
は
、
上
記
の
如
く
規
定
せ
ら
れ
た
「
期
間
分
析
」
の
方
法
の
放
棄
に
導
か
や
に
は
置
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
、
期
間
分
析

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論

/、

七

Rohertson: Industrial FluctuatJon and th巴 NaturalRate of Intere::it， Econo~ 
mic Journal， Dec. 1934， p. 650. 
例へば、 Lunrlbergの Myrdal及1)7Key即日に封ずる批判]を見よ。 (Lundberg
Studies in the Theory of Econo.n"，j.C E文pans即 1，p. 185・)
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ロ
バ

1
ト
ソ
ン
の
物
債
艶
勤
提
論

一
六
八

は
「
前
か
ら
の
」
範
鳴
と
「
後
か
ら
の
」
範
時
と
の
国
別
及
び
そ
の
雨
者
の
結
合
に
す
一
脚
す
る
。
而
し
て
一
前
か
ら
の
」
範
障
が
意
義
を
有

す
る
の
は
、
恰
も
そ
れ
が
貴
行
せ
ら
れ
て
、

そ
の
結
果
経
済
品
質
動
の
過
程
を
左
右
す
る
に
到
る
か
ら
に
他
た
ら
ね
。
換
言
す
れ
ば
、

期
間
分
析
に
於
け
る
繋
想
要
素
の
導
入
の
仕
方
の
特
徴
は
、
輪
開
想
が
、
そ
れ
に
某
づ
〈
計
一
婁
の
管
一
行
に
よ
っ
て
経
済
費
動
の
経
過
に

影
響
す
る
、
と
い
ふ
仕
方
で
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
黙
に
存
す
る
。

上
記
の
聯
立
方
程
式
に
於
て
式
ゅ
は
、
か
く
の
如
〈
、

「
前
か
ら

め
」
範
鴫
と
「
後
か
ら
の
」
範
憶
と
の
閥
係
を
設
定
ず
る
も
の
と
し
て
、
決
定
的
意
義
佐
有
ナ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
期
間
分
析
に
於
て

は
併
に
か
h

H

心
関
川
阿
佐
伯
じ
て
強
制
ψ

付
制
A

知
む
加
問
格
決
定
に
珍
興
寸
る
の
で
あ
る
。
然
る
K
今
俄
定
向
mu
後
牢
を
撤
去
し
て
式
"
を

放
棄
す
る
友
ら
ぽ
、
此
の
連
絡
は
最
早
存
在
し
友
い
亡
と
ミ
在
る
。
邸
ち
、
式
切
忙
於
け
る
削
(
与
を
以
て
今
市
場
に
於
て
行
は
れ
つ

4・

t

ミ
る
る
債
格
の
函
数
と
見
る
揚
合
、
「
前
か
ら
の
」
範
時
と
し
て
の

AH)
は
明
か
に
現
貨
の
債
格
形
成
に
無
闘
係
と
在
る
で
あ
ら
う
。

而
し
て
吾
々
が
別
の
機
舎
に
論
じ
た
「
瞬
間
的
均
衡
分
析
」
は
恰
も
か
く
の
如
き
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
於
け
る
晴
朗
想

要
素
の
導
入
は
、
期
間
分
析
に
於
け
る
そ
れ
と
は
方
法
的
に
区
別
さ
れ
ね
ば
友
ら
ね
。

之
を
要
す
る
に
、
期
間
分
析
は
、
財
の
債
格
が
需
要
曲
線
と
供
給
曲
線
と
の
変
黙
で
定
ま
る
と
い
ふ
考
へ
方
に
依
ら
守
し
て
、
債

「
主
}

格
が
購
買
力
の
増
減
に

E
比
例
し
て
騰
落
す
る
黙
の
み
に
注
目
す
る
立
相
切
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
期
間
分
析
は
貨
幣
債
値
費
動

の
問
題
に
針
し
て
有
数
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
受
賞
性
に
は
限
界
が
る
る
と
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
而
し
て
貨
幣
債
値
挺

動
の
問
題
に
於
で
す
ら
、
此
の
限
界
の
放
に
、
そ
の
作
問
領
域
は
著
る
し
ぐ
限
定
さ
れ
古
る
を
得
な
い
。
次
に
吾
々
は
、
上
記
の
俄

定
川
聞
を
撤
去
し
た
場
合
、
即
ち
宮
の
保
存
の
形
態
の
選
捧
を
認
め
る
場
合
、
従
っ
て
ケ
イ
ン
ズ
が
「
貨
幣
論
」
で
取
上
げ
た
投
資
と
貯

蓄
と
の
均
衡
の
問
題
、

に
闘
す
る
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
分
析
を
通
じ
で
、
此
の
黙
を
明
に
す
る
で
る
ら
う
。
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註
)
吾
々
は
こ
与
で
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
の
上
記
の
数
接
的
分
析
に
加
へ
ら
れ
た
る
ハ

1

4
ル
ラ
ー
の
批
列
を
顧
み
よ
う
。

評
ナ
る
の
で
あ
る
。

ハ
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4
ル
ラ

1
は
次
回
如
〈

「
冒
パ

l
ト
ソ
ン
が
得
た
精
巣
は
決
し
て
創
意
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
結
局
に
於
て
は
債
格
水
準
は
貨
幣
数
量
に
比
例
し
て
費
動
す
る
と
い

ふ
貨
幣
数
量
設
の
結
果
に
泡
ぎ
な
い
。
た

γ
ロ
パ

1

ト
ツ
ン
が
此
の
結
果
に
到
達
す
る
道
程
は
湖
特
に
し
て
旦
創
意
的
と
云
っ
て
よ
い
や
う
な
仕
方
で

示
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
理
論
が
如
何
に
才
気
溢
ふ
る
L
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
私
は
そ
れ
を
有
用
な
る
も
の
と
は
考
へ
得
な
い
。
何
故
か
な
れ
ば
、

そ
れ
は
、
僚
り
に
も
恋
意
的
に
し
て
且
簡
翠
す
ぎ
る
暗
黙
の
前
提
に
依
擦
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
等
の
前
提
と
は
次
の
如
し
、
|
|
(
一
)
財
の

流
れ
が
不
費
な
る
こ
在
、
即
ち
債
格
捜
勤
の
投
機
的
思
惑
も
な
け
れ
ば
、
財
在
荷
を
静
め
た
り
控
へ
た
り
韓
賀
し
た
り
し
な
い
と
と
。
合
一
)
均
衡
扶

態
(
時
'
と
し
て
は
時
間
的
に
限
、
口
れ
た
不
安
定
な
均
衡
状
態
)
が
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
に
よ
る
貨
幣
注
入
後
即
時
的
に
瞬
間
的
に
成
立
す
る
こ
と
・
即
ち

か
与
る
推
移
期
間
中
に
あ
う
て
も
、
一
物
一
債
の
法
則
が
完
全
に
保
請
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
然
も
此
等
の
侭
設
を
度
外
視
す
れ
ば
、
理
論
に
は
本
質
的

そ
の
存
在
根
擦
が
崩
壊
す
る
こ
正
L

な
る
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」
コ

F
Z去
三
巴
百
同
日

に
鯛
れ
る
こ
と
な
き
理
論
の
修
正
或
は
複
雑
化
が
必
要
と
な
る
の
み
で
な
〈
、
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さ
て
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上
の
二
つ
丹
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貼
刀
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ホ
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即
時
出
}
が
許
諭
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
数
量
説
を
興
動
過
程
の
分
析
に
適
用
す
る
鵠
の
不
可
依
の
前
提
主
見
る
者
・
4

の
見
解

が
一
屠
原
理
的
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
第
二
の
黙
は
、
ハ

1
4
ル
ヲ
ー
で
は
、
第
一
の
貼
と
切
離
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
、
ロ
パ

1
ト

y
ン
に
於
て
需
要
及
び
餌
給
の
債
格
に
動
ず
る
反
作
用
の
機
構
が
無
調
さ
れ
、
従
づ
て
そ
と
に
は
か
〈
の
如
き
反
作
用
の
必
要
が
最
早
存
在
し
な
く
な

っ
て
ゐ
る
如
〈
解
さ
れ
る
拡
を
街
い
た
も
の
主
見
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
成
程
膏
々
は
、
此
の
反
作
用
機
構
が
無
頑
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
以
て
、
期
間

分
析
白
致
命
的
快
陥
の
一
ワ
と
は
見
る
け
れ

E
も
、
然
し
乍
、
b
、
ハ

1

4
ル
ラ
ー
の
知
〈
、
こ
れ
を
「
静
易
的
な
る
均
衡
の
方
法
の
使
ひ
過
ぎ
」
?
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ぬ
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主
評
す
る
の
は

E
う
で
あ
ら
う
か
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例
へ
ば
ピ
グ
ウ
が
明
か
に
し
た
意
味
に
於
て

2
L
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》
目
?
)
ロ
パ
ー
ト
ソ
シ
が
期

間
分
析
の
方
法
の
適
用
に
よ
っ
て
貨
幣
償
値
目
費
動
を
、
換
言
す
れ
ば
、
不
均
衡
過
程
の
貸
借
胃
的
側
面
を
分
析
し
た
功
績
は
無
視
し
て
よ
い
で
あ

ιう

か
。
而
し
て
、
静
撃
的
均
衡
理
論
の
摘
売
強
化
に
よ
っ
て
問
題
を
よ
り
良
く
解
決
す
る
方
法
が
他
に
存
在
し
な
い
以
上
、
非
現
質
的
な
る
傾
定
が
存
在

す
る
に
し
て
も
、
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の
分
析
に
一
腐
の
意
義
を
認
め
得
る
の
で
は
あ
る
重
い
か
。
此
の
意
味
に
於
て
、
私
は
山

1

4
ル
ラ
ー
が
第
二
の
批

列
的
論
動
に
於
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
同
意
し
得
ず
、
寧
ろ
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
批
判
の
着
服
駄
を
、
此
の
保
定
の
故
に
、
期
間
分
析
が
貨
幣
債
償
費
動
と

い
ふ
固
有
の
課
題
に
答
へ
得
な
く
な
る
黙
に
、
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
ロ

ロパ

l
ト
ソ
ン
の
物
償
費
勤
理
論
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